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第２章 自治会を取り巻く社会環境 

１ 自然環境 

 滝沢市は、県庁所在地の盛岡市の北西に隣接し、東西約１４キロメートル、南

北約２０キロメートル、総面積１８２．４６平方キロメートルです。 

 市内には秀峰岩手山を抱き、雫石川、北上川が流れ、また、田畑と山林が全面

積の５１．８％を占めており、雄大な自然を身近に感じることができます。 

 

２ 生活環境 

 滝沢市は、明治２２年に滝沢村として発足し、平成１２年２月１５日に人口５

万人を達成し「人口日本一の村」となり、平成２６年１月１日に市制移行した岩

手県第１４番目の市です。 

 市内には、岩手県立大学や盛岡大学をはじめとする各種研究機関が集積して

おり、市の南部にはＪＲ東日本田沢湖線が横断し、東部にはＩＧＲいわて銀河鉄

道が縦断しています。また、市の中央部には東北縦貫自動車道が縦断し、滝沢イ

ンターチェンジと滝沢中央スマートインターチェンジが設置されているため、

市内を縦断する国道４号と、横断する国道４６号とのアクセスが便利です。 

 市内の中央部では近年においても大規模な宅地開発が行われ、新築家屋が増

えていますが、一方で空き家が増加している地域もあります。 

 

３ 人口と世帯数の推移 

 滝沢市の人口は、昭和４０年代後半から住宅団地の造成が進み、滝沢市に移り

住む方々が急増し、平成１７年まで増加し続けていましたが、その後は人口の伸

びが鈍化しており、令和２年国勢調査による滝沢市の人口は５５，５７９人とな

っています。日本全体で少子高齢化が進み、人口減少を迎えているなかで、人口

が減少に転じていないのは、非常に珍しい事例であるといえます。 

一方、世帯数は、人口増加が横ばいとなっても増加し続け、令和２年には 
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２１，７０９世帯になっています。また、人口を世帯数で割った１世帯当たり

の人員数は、昭和４０年には５．５人でしたが、令和２年には２．６人へと半

減しています。 

これらのことから、人口は増加しているものの、世帯の小規模化、核家族化な

どが進行しているのがわかります。 

 

総人口及び世帯数の推移（昭和４０年～令和２年） 

資料：国勢調査 
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４ 人口比率の推移 

 令和２年国勢調査による市民の平均年齢は４５．５歳と岩手県下では一番低く

なっています。 

しかしながら、人口比率は、「１５歳未満」と「１５～６４歳」の比率が減少

している一方、「６５歳以上」の比率は毎年増加しています。また、平成１７年

から平成２２年の間に「１５歳未満」と「６５歳以上」の人口の比率が逆転して

います。 

これらのことから、総人口は増加しているものの、少しずつ高齢化が進行して

いることがわかります。 

 

年齢３区分人口比率の推移（平成７年～令和２年） 

※年齢不詳人口を除く。                資料：国勢調査 
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５ 地区別世帯数の推移 

 ここから、市内を次の３つの地区に分け、その地区ごとに分析を行います。 

地区名と構成自治会 

地区 自治会名 

南部 
小岩井、大釜上、大釜南、篠木、大沢、鵜飼南、鵜飼中央、滝沢パークタウン 

上の山、上鵜飼、鵜飼温泉、滝沢ニュータウン、姥屋敷 

中部 
元村南、室小路、国分、元村中央、牧野林中央、南牧野林、法誓寺、元村東 

元村西、元村北、あすみ野 

北部 
柳沢、巣子、南巣子、長根、川前、南一本木、いずみ巣子ニュータウン、 

北一本木 

 

滝沢市の地区別世帯数は、どの地区も増加していますが、南部・北部地区では

１．５倍の増加であるのに対し、中部地区は２倍の増加となっています。 

このことから、中部地区は、他の地区に比べて宅地化が進み、多くの住宅が建

設されたことにより世帯が増加している地区であることがわかります。 

 

地区別世帯数の推移（平成７年～令和２年） 

※高齢者施設や障がい者施設等の入居者を除く。  

資料：地域づくり推進課「自治会別人口集計」 
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６ 地区別人口比率の推移 

南部地区 

 南部地区は、平成２７年度から令和２年度の５年間の総人口が減少しています

が、「７０歳以上」の人口は増加し比率が２２％となっており、３地区で最も「７

０歳以上」の比率が高い地区です。 

また、２０歳未満の人口は横ばいですが、２０～６０歳代の人口比率が４％低

下し６０％となっており、他の地区と比べ最も低くなっています。 

 

 

※高齢者施設や障がい者施設等の入居者を除く。  

資料：地域づくり推進課「自治会別人口集計」 
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中部地区 

中部地区は、唯一、平成２７年度から令和２年度の５年間の総人口が増加して

いますが、「２０歳未満」と「２０～６０歳代」の人口は、ほとんど変化があり

ません。「７０歳以上」の人口が増加していますが、比率は３地区の中で最も低

くなっています。また、「２０歳未満」の人口と比率は、どちらも３地区の中で

最も高くなっており、子ども世代が多く住む地域であることがわかります。 

 

 

※高齢者施設や障がい者施設等の入居者を除く。  

資料：地域づくり推進課「自治会別人口集計」 
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北部地区 

北部地区は、南部地区と同様、平成２７年度から令和２年度の５年間の総人口

が減少していますが、「７０歳以上」の人口は増加しています。「２０歳未満」

と「２０～６０歳代」の人口がともに減少していることから、今後、高齢化が進

んでいくことが予想されます。 

 

※高齢者施設や障がい者施設等の入居者を除く。  

資料：地域づくり推進課「自治会別人口集計」 
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７ 地区別年代別人口の比較 

 ここでは、市内３地域における平成２７年度と令和２年度の年代別人口を比較

してみました。 

 

南部地区 

 南部地区は、昭和５０年代の大型宅地開発により移り住んだ方々が多い地区

です。このため、平成２７年度に最も多かった「６０代」の方が、令和２年度に

は「７０代」になり、高齢化が進んでいます。一方で、平成２７年度から令和２

年度の５年間に総人口が減少する中にあっても、「４０代」と「１０代」の人口

も増加していることから、現在の地区内には子育て世帯も多く住んでいること

がわかります。 

 

年代 平成２７年度 令和２年度 

１０歳未満 １，５９９人 １，３６１人 

１０代 １，６５３人 １，７２２人 

２０代 １，５５６人 １，２８３人 

３０代 ２，３４５人 １，８４３人 

４０代 ２，２１７人 ２，５１５人 

５０代 ２，１４３人 ２，０００人 

６０代 ２，７５３人 ２，３３３人 

７０代 １，８２５人 ２，３８４人 

８０代 ８０２人 １，０６０人 

９０歳以上 １８８人 ２５１人 

合計 １７，０８１人 １６，７５２人 

 

 

  

※高齢者施設や障がい者施設等の入居者を除く。  

資料：地域づくり推進課「自治会別人口集計」 
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中部地区 

 中部地区は、この５年間で総人口が増加しています。その中でも特に「１０代

未満」「１０代」と「４０代」の人口が増加しています。このことから、多くの

子育て世帯が地区内に移り住んだことがわかります。一方で、「７０代」も増加

しており、地区内の高齢者が増加傾向であることがわかります。 

 

年代 平成２７年度 令和２年度 

１０歳未満 ２，０９４人 ２，１０８人 

１０代 ２，１０７人 ２，１７５人 

２０代 １，８７９人 １，７３８人 

３０代 ２，９０３人 ２，５２５人 

４０代 ２，８２５人 ３，２３９人 

５０代 ２，５６３人 ２，６８９人 

６０代 ２，５７６人 ２，５６７人 

７０代 １，４０１人 ２，００８人 

８０代 ５４６人 ７３０人 

９０歳以上 ８９人 １５８人 

合計 １８，９８３人 １９，９３７人 

 

 

 

※高齢者施設や障がい者施設等の入居者を除く。  

資料：地域づくり推進課「自治会別人口集計」 
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北部地区 

北部地区は、この５年間で「５０代」以下の世代で人口が減少し、総人口が減

少しています。一方で「６０代」以上の世代の人口は増加していることから、今

後、高齢化が進行していくことが予想されます。 

 

 

 

 

 

年代 平成２７年度 令和２年度 

１０歳未満 １，５７５人 １，３３０人 

１０代 １，９４３人 １，７９１人 

２０代 ２，１７０人 １，７４９人 

３０代 ２，２８３人 ２，０２６人 

４０代 ２，３４７人 ２，３４１人 

５０代 ２，７４３人 ２，３３１人 

６０代 ２，７３８人 ２，８２６人 

７０代 １，４８１人 ２，０４４人 

８０代 ７３８人 ９０９人 

９０歳以上 １２５人 １９７人 

合計 １８，１４３人 １７，５４４人 

※高齢者施設や障がい者施設等の入居者を除く。  

資料：地域づくり推進課「自治会別人口集計」 
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また、すべての地区で「２０代」の人口が減少しており、子ども世代が卒業や就

職を機に、滝沢市から他市町村へ転出していることがわかります。  


